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認知・情動発達に及ぼす母子関係の影響

田島信元

E宜'ectsof Mother-Infant Relationship on Cognitive幽EmotionalDevelopment 

Nobumoto TAJlMA 

問題

最近の認知発達心理学の重要な知見のひとつに，新生児・乳児さえも含む子どもの能力の優秀

さについての再評価がある。例えば，乳児における，以前には考えられなかったような知覚・記

憶・概念化の能力の存在(コーエン， 1979/1981)や， 2-3歳の幼児でも，以前はピアジェが

児童期にならないと獲得できないとされた具体的操作の能力を示し得ること(ゲ、jレマン， 1979/ 

1981)などが明らかにされている。その一方で，青年期・成人期に至ってさき然獲得されると考え

られていた形式的操作能力が，必ずしも全員，あるいは全領域ではそうした状況がみられないと

いった諸報告(ex. Capon & Kubn， 1979 )などを考え合わせると，少なくともピアジェが想定
した認知能力の質的発麗(段階的発達)の存在は認められなくなるし，様論すると，基本的な認

知・患考あるいは情報処理能力は発達しないのではないかということが示唆されるのである。

しかし，こうした乳幼児の有能さにもかかわらず，実際の課題解決場面では，特別な配慮がと

られない限り，年少の子どもは相変わらず課題には失敗し，年長児(者)はそうした配慮がなく

ても成功する率は高いのである(ゲルマン，向上)。つまり，年少兜は，かりに年長見や大人と

変わらぬ有能さ(基本的情報処理能力)与をもっているとしても，その有能さを十分に発揮するこ

とが出来ないのであるo

すると，発達というのは，そうした有能さを発揮する条件の獲得過程と捉えることができょう。

そして，この発揮条件こそ，近年議論されている“情が発達するのか"ということの中身であり，

子どもと大人の違いを示すものであろう。具体的には，記憶容量の効率的使用法 (ex.Case， 

1978 )や，ストラテジー，ルールといった認知活動そのものを効率的に行うための知識・技能・

態度の獲得(ex. Siegler， 1986 )，あるいは，自己と他者の関係の理解といった，認知活動を行

う場面(文化的文脈・環境)についての知識など，様々なものがあると思われる。要するに，発

達するものが以上のような基本的情報処理能力に基づく知識・技能・態度などであるとすると，

年長者は年少の子よりそれらを早くから獲得し始めており，かっ，獲得し続けているという意味

では，擾れているといえよう。

しかし同時に，ここで大事なことは，それらの知識は具体的な認知活動の所産であるため，発

達は課題特殊的，領域悶有的な側面をもつことが想定されており(コール&スクリブナー，

1974/1982)，そのため，単純に年長者と年少考を比較できない発達の個人若が在する，といっ

た認識が必要になってくることであろう。しかしこの点については，ケース・スタディによる実

証データがいくつかある程度で，必ずしも十分な検証データがあるわけではないことも事実であ

る(Cole & Cole， 1989 )。そこで本研究では，特に，発達の領域毘有的側面に焦点をあて， i現

実に認知活動が行われる場である社会的相互交渉のどういう経験が，どういう側面の発達に影響
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を及ぼすのかjという点について，縦断的な資料に基づき吟味してみる。

具体的には，社会的相互交渉の経験を表すものとして，親の育児態度・行動と実際の母子相互

交渉のあり方の指標をとり，一方，子どもの発達の諸側面，とりわけ認知的側面と社会・情動的

側面を表すものとして，それぞれ対物行動，対人符動をとり，さらに両側躍を含むものとしての

雷諾発達の指擦をとって，再指標関の相関関係を吟味することにより上記の問題に一次的なアプ

ローチを試みる。

方 法

仁対 象

東京都監内の総合病院産科外来を受診し，妊娠初期からの縦断的なアンケート調査何回)お

よび出産後3か月時から 2歳時に至る志の家躍訪問調査(5回)に応諾した母親とその第1子の

ペア， 35ケースである。

なお，本研究では，子どもの発達指標の個人差が明確に測定されやすいという理Eちから，生後

8か月以降の時期を選択，分析が終了している18か月までの資料について報告する。

2.輯査内容

①親の育兇態度:母親の育児行動を支える態度要悶として，母親の子どもイメージ(8か月

時)，母親の育児感想(12か月時)について質問紙調査を行った。また，より基礎的な要因とし

て母親自身の気質を糊定するため， Careyらの幼児用の行動様式質関紙の各気質次元に対応する

諸項目の中から成人にも使用できる項目を選択し，質問紙を構成した。さらに，父殺と母親の間

での育兜に対する考え方の一致・不一致について，母親への質問紙(12か丹時)により調査した。

②親の育児行動 8か月時に，家庭での自由な母子相互交渉場面が50ー70分間VTRにより

観察され，そのうちの45分間について30秒毎のタイムサンプリノングに基づくチェックリスト法に

よる分析が，複数の観察者によって行われた(一致率 .85以上)。チェックリストは母毅，子ど

もそれぞれ15，10項目で，お互いの働きかけの質(刺激・反応関係)が明らかになるものによっ

て構成されたが，本報告では母親の来日激作用としての注意喚起行動に絞って分析された。この他，

8か月持の父子関係について，特に父子の具体的な交流のあり方を，母親に対する質問紙を通し

て調査した。

③子どもの発達指標:社会・情動的発達の指擦として「対人行動J(親への働きかけ，情動表出・

理解， {-也児との交流)J，認知発達の指標として「対物行動(玩具・絵本等での遊び方，模倣，描

闘(線)，家事・食器等の道具使用)J，さらに，社会・情動的発達と認知発達の両劉面を統合し

た指標として f言語発達(指さし行動，醤語理解，発話行動)Jを，乳幼児精神発達診断法(津守・

稲毛， 1977)の諸項昌を参考に構成した質関紙により調査した。

結果と考察

1 .親の聾菅態度の影響

① 母の子どもイメージ(8か月)と子どもの発達指標(12か月)との関係

8か月時に SD法(形容詞対20項目)で測定した母親の持つ子どものイメージと， 12か月時の

子どもの発達指標との相関関係をみてみると (Table1参照)， r恐いjというイメージが，対物
行動に比べて対人行動に多くの担問を示しているのに対し， r意欲的jというイメージは，逆に，
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Table 1 母の子ども像 (8か月)と社会性・認知発達(12か月)との関係

立す 大人と球遊び

人 社交遊ぴ好む

行 不快感表出

動 嫉妬j惑表出

侠感情理解可能
二品2刃。、 表情理解可能

知 能皮相手に依存

'p <.05 

.. p < .01 

.. p < .001 

恐れ

ー.03

時.39・

ー.41・

ー.39・

.47" 

同.41・

ー.36・

意欲的

.42蜘 瓶で飲める

.04 戸を開けられる

守 .21 立す 障害物回避可能

.38・ 絵本飽きず読む

.11 物 鉛芸春メチャ書き

.21 匙独自使用好む

同.02 千子 道具使用模倣

物体落下好む

動 水いたずら好む

紐で物を引く

砂の出し入れ

i替り遊ぴ

対人行動よりは対物行動に多くの棺関を示していることがわかる。

恐れ 意欲的

山 .45・ 由、02

同.24 .52" 

や .04 .63・H

自 .07 .36・

.02 .55'" 

ー.15 .40' 

.08 .44・

-.39・ 苧 .04

ー.41・ .11 

.07 .45" 

-.35・ .38' 

市 .14 .41' 
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母親の子ども像は，かなり直接的に実際の子への関わりに影響することが予想され，否定的な

子ども像が不十分なかかわりを招き，結果として子どもの発達にネガティブな影響を及ぼすこと

は十分考えられるが，その影響が対人行動といった社会・情動的側面に強く現れることが示唆さ

れているのである。このことは，意欲的という肯定的な子ども像が，対物符動といった認知的側

面により強く好ましい影響を与えるというもう一方の示唆も考え合わせると，母親の影響の領域

閤有性が強く示唆されているといえよう。

Table 2 母の育児感想(12か~)と杖会性・認知発達(18か月)との関係

肯定的育見感想 否定的育児感想

楽しい 充実感 新鮮 自信 母成長 疲れ 神経質 邪魔 焦 り

f鼠 積板約 .39事 .50" .49" .10 .30 叫 .20 叩 .20 守 .34 “ .34 

;巴 親しみ .47" .50・・ .57" .50・e .43・ 一.37・ 司 .31 ー.40・ .39・

と 並列遊ぴ .37・ .28 .23 .16 .08 叩 .28 ー.43・ -.24 同.30

(]) 働きかけ .11 .12 .45' 18 .29 .13 .14 ー.14 ー.03

交 喧嘩(しない) .36・ .37' .24 .03 .28 叩 .22 .09 .15 時.20

流 模倣 .03 .00 .24 .46" .34 的 .02 .13 叩 .09 明 .03

積水重ね ー.12 .12 .08 .06 .30 .17 .18 山 .25 .07 

紐で引く .16 .24 .15 .22 .50“ .10 ー.27 由.22 句 .17

立す 砂の出し入れ .10 .05 .18 .22 .15 -.18 .39・ ー.11 ー.21

物 潜り遊ぴ -.24 同.27 昨 .03 叩 .01 .07 .22 -.06 同.14 .06 

fi 見立て遊び .28 .25 .20 .03 .17 .02 時.42・ ー.37・ .39' 
動 家事の模倣 ー.00 .01 ω.06 .15 .13 .01 市 .25 ー.29 .28 

鉛筆曲線香き ー.00 .09 .22 .25 .33 司 .04 明 .05 ー.21 ー.19

紙で包む .35' .12 .26 .40' .08 ー.29 ー.42倉 ゆ .21 向 .24

霞話遊び .02 .20 ー.01 -.10 .10 .16 .04 .14 .07 

人形遊ぴ .06 .10 .13 .06 可 .05 .06 -.21 ー.12 ー.02

'P<.05， "P<.01 



128 教育学部紀婆第55号

② 母の育克感想(12か月)と子どもの発達指標(18か月)との関係

母親の12か月時点の育児感想(全18項目)中， 18か月時の子どもの対人行動・対物行動との関

に相関関係がみられた項目がTable2に示されている。肯定的育克感想では，対人行動(他児と

の交流)との簡に多くの相関関係がみられるのに対し，対物行動ではそれがほとんどみられない

という対照的な結果となっている。喜子定的育児感想では f神経質(育児ノイローぜになりそうけ

が対人行動に比べ対物行動に比較的多くの相関欝係を示しているものの，肯定的育児感想に比べ

ると，総じて目立った関係はみられていないといえよう。

このように，母親の育児感懇は，全体としては，対物行動というより対人行動に強く影響する

ことが示唆されるが， r神経質jのような存在を考え合わせると，ここでも特定の感想に基づく
母親の働きかけは，特定の領域に影響を及ぼすといった領域盟有的側面がみられているといえよ

つ。

③ 母親の気質と子どもの発達指標(12か月)との関係

母親の気質は，子どもに対するかかわり方に一定の影響を及ぼすものと考えられるが，調査し

た全9次元のうち「活動性Jと f反応の強さjにおいて，発達指標との簡に，両次元の異質的な

機能を示唆するように顕著な関係がみられた (Table3参照)0r反応の強さJの次元は，子ども
の気質においても変動性の少ない基礎的な次元であり(上村・田島， 1988)，母親の働きかけ方

の明確さにかかわるものと考えられる。それだけに社会・情動的側揺(表晴表出)と認知的側面

(対物行動)の両方に関連を示しているが，それでも詞側面を含むと考えられる言語発達には関

連が薄い。一方， r活動性Jは母親の働きかけの性質，とりわけ子どもを活発に周りの環境に導
くような働きかけに寄与すると考えられるが，こちらは，逆に，言語発達にのみ関連を持ってい

る。

表

情

表

出

士サ

物

行

動

Eぎ
至何宝日五

発

逮

τable 3 母の気質と発達指標
(12か月)との関係

活動性反応の強さ

興奮表出 .34 .57'" 

恐れ表出 .12 .60'" 

嫉妬表出 .22 .38・

表情豊か .01 .46" 

絵本飽きず読む ー.04 .40・

物の出し入れ ー.06 .40・

積水はめ込み .13 .46" 

鉛筆メチャ き ー.10 .39・

道具使照模倣 ー.22 .37・

変化に驚き指さす ー.47" .46・e

自約物に指さす .48“ .23 

達成迄さし続ける .48" .07 

を伴って指さす -.45・ .01 

伝えるよう指さす ー.50" .18 

顔を向け応答する ー.37・ .17 

， P < .05， " P < .01 
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このような結果は，母親の誼接的な働きかけの資料を媒介させていないため，必ずしも影響の

因果関係は明確ではないが，少なくとも，領域固有的な側面があることと同時に， r反応の強さJ
に示されるように，比較的広い領域に影響を持つものがあることも示唆されていよう。

@ 父母の育児観のズレ(12か月)と子どもの発達指標(18か月)との関係

親の育児観が子どもへの働きかけのあり方に大きな影響を及ぼすことは自明ともいえるが，そ

れだけに両親の障で育兜観にズレがあると，親の子への働きかけの費は女子ましくないものになる

ことが予測され，したがって子供の発達にはよい影響を与えないと考えられる。 Table4は12か

月時の父母の育児観のズレと18か月時の発達指標との相関関係の有無を示しているが，社会・情

動的側面(地児との交流)の一部においてのみ予測したような負の関連がみられる他は，対物行

動でも言語発達においても関連はみられていない。育克観の椙違は主として親の子への関わりの

積極さなどの質に影響を及ぼすと考えられるので，子どもにとっても対人的な関わりに影響を受

けることはわかるが，こうした点にのみ限られているとすれば，少なくともここでも額域固有的

性質が存症するということだけは示唆されていえよう。

Table 4 父母の育毘鶴のズレ(12か月)と発達指様(18か月)との関係

父母腐のズレ 父母間のズレ 父母隠のズレ

{也 積極的 ー.48" 積水重ね .02 Eぎ 本読みせがむ .14 

見 殺しみ ー.09 立す 紐で引く ー.21 独話をいう .23 

と 並列遊び .15 砂の出し入れ .26 言寄 パイパイ .14 

の 働きかけ .20 物 i替り遊び .20 パ)~・ママ .01 

交 貸せる 同 .39・ 見立て遊ぴ .08 発 言葉で要求 .23 

流喧嘩(しない) .16 行 家事の模倣 .09 言葉の模倣 .33 

模倣 .06 鉛室経由線審き .09 達 指さし .08 

動 紙で~む .22 
p <.05 主意話遊ぴ 何 .05
p < .01 

人形遊び .21 

2.親の養育行動の彰響

① 母殺の注意喚起行動(8か月)と子どもの発達指標(12か月)との関係

母親の子どもへの痕接的な働きかけ行動は，これまでみてきた養育態度の諸変数に比べて，

どもの発達に直接的な関連を持つことが予測されるが，ここではその中で8か月時の母親の子ど

もに対する耕激作用の影響のあり方についてみてみる。

生後8か月という時期は，それまでの時期に多くみられた，母親と子どもが直接対闘して刺激

を母親自身が出すといった行動より，子どもが興味を持つ対象物を媒介に母と子が相互交渉を行

うといった，いわゆる「三項関係jに基づく行動が主流になっている時期である。その意味で，

ここでは母親自身に子どもの主主意を向けさせる「対母・注意喚起J行動と，対象物に注意を向け
させる「対物・住意喚起J行動というこつの働きかけ行動の子どもの発達指標に対する関連のあ
り方をみてみる。

結果はTable5， 6に示されているように， r対母Jが12か月の発達指標に負の関連を示して
いるのに対し， r対物Jの方はほとんどが正の関連を示している。しかもここで注目しなければ
ならないのは， r対母jが社会・情動的持動(対人行動)と言語発達に関連が多いのに対し， r対
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Table 5 母の対母・注意喚起行動 (8か月)と発達指標(12か月)との関係

母自身に注自させる 母自身に校日させる

立す
手本を模倣 ー.36・

苔
十話者を見つめる .38・

水飲み自立出張 ー.46“ アチチといって触らぬ -.38・
人
顔色見ていたずら ー.46" 十熟知場所を知らせる .35' 

行 言音
動 わざと拒否・反抗 .38 声を出して注意を引く ー.48"

十恐れ表出 .36・
?ブロを
直接揺をつけて指さす 自.41'

対行物
戸の開け閉め .35・ 機嫌時のみ指さす -.35・

十物体港下好む -.38・ 逮
日標達成迄さし続ける -.35・

動
目標達成迄声も伴わす ー.40・

'P<.05， .. P<.Ol 項g前無印:物理的働きかけ 十印:言語的働きかけ

Table 6 母の対物・議意喚起行動 (8か月)と発建指標(12か月)との関係

物自体に注目させる

対|怒り表出 ー 36・

人

行

動

十スイッチ鍵遊び

対 1+穫害物関遊可能
物 l絵本飽きず、読む
行|十絵本飽きず読む

動!十匙独自使用好む

十砂の出し入れ

.37・

.37・

.37権

.48" 

.38・

.52" 

• P<.05， .. Pく.01，山 P<001 

物自体に注目させる

#頂戴に手渡す .52・H

言1.手出しのみで手渡す .38・

十パパ何処?に顔向け .46" 

諾1+ママ何処?に顔向け .42・

#簡単な依頼に応答 .40・

大人の言葉模倣 ー.39傘

林機嫌時のみ指さし .39噂

遼 l・目的達成迄指さし続く .39' 

#伝えるように指さし .38・

#何処?に指さし応答 .36・.1平どれ?に非言語応答 ¥36・

項B前無印:物理的働きかけ

十印:言詩的働きかけ .~p :物理・ポインテ 4ング #印:言語・モデリング

物Jの方は認知的側面(対物行動)と言語発達に関連しているということである。まさに， r対母J
という対人的働きかけが対人行動に，そして， r対物Jという対物的働きかけが対物行動に限定
的に影響しているということで，養育行動においても領域閤有的な影響性がみられているのであ

る。ところで，言語発達に対しては両方のはたらきかけとも関連をみせており，当初予測したよ

うに言語発達は社会・情動的，認知的側面の両側面を含むものと考えられるが，項目のほとんど

は共通しておらず，やはりそれぞれの働きかけに即した影響性の存在を考えるほうが妥当であろ

うと思われる。

② 父子関係(8か月)と子どもの発達指標(12か月)との関係

母親に比べて，父親の子への働きかけ行動の発達への影響性はどのような状況を示すであろう

か。 Table7に 8か月時の父子遊びの種類の多さに関する母親からの質関紙データと， 12か月

時の発達指標との相関が示されているが，社会・情動的側臨(対人行動)，認知的側揃(対物行動)，

雷語発達のいずれの側面においても正の関連を示していることがわかる。これまでみてきた母親

の態度・行動の多くのものが領域富有的性質を示唆していたのとは対照的に， r父子遊びjでは
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全体的な影響性が示唆されており興味深い。もちろん，父親のかかわりが，その影響性において

分化がみられないほど細部にかかわっていない(あるいは，指標そのものの性質による)といっ

た点があるかもしれないが，少なくとも父親と母親では子どもの発達に対する影響性が異なると

いう意昧では，親の働きかけの領域固有的な性震は認めざるを得ないと，思われる。

Table 7 父子関係 (8か月)と発連指標(12か月)との関係

父 子 遊 ぴ 父 子 遊 ぴ

対 社交遊ぴ自らやる .38" 

人得意表情 .47" 

愛情表現 .40・

Q 表情の愛かさ .37・

歓喜表現理解 冊35・

パパは何処?に顔向け .37・

言i言葉の指示で物発見 .48" 

簡単な依頼に応、答 .43・

iパイバイ等の動作をする .41・
2開ぎま口L 熟知場所を知らせる .38・

物の出し入れ .40・

対 匙独自使用好む .43・

ヲ4百 I物から指を離して指さす .53" 

変化に驚き指さす .53" 

物 道具使用模倣 .40象

行 統で物を引く .46" 

目的物に指さす .46" 

遼|達成迄さし続ける .44・

動 砂の出し入れ .51・事 戸を伴って指さす .38" 

潜り遊び .44・ 伝えるよう指さす .44・

"P<.05， "" P<.Ol 

結 論

本研究は，親の養育態度・行動は，子どもの発達に全体的に影響を与えるというよりは，それ

ぞれの態度・行動に対応した側面にのみ影響を与えるといった領域間有的性質を持つのではない

か，という予測のもとに，養育態度・行動要因と発達指標との簡にみられる関連のあり方が吟味

された。

結果は，母親の養育態度・行動の多くが子どもの発達指標の社会・情動的，認知的側面に分化

的に関連しており，基本的には予測は支持される方向にあった。とりわけ，観察に基づく実擦の

母親の働きかけ行動においては，対人的働きかけは対人行動の発達に，対物的働きかけは対物行

動の発達にそれぞれ関連しており，明かな領域固有性を示した。また，発達の両側面を含むもの

と想定された言語発達においても，そうした状況は示しながらも，細部を見るとやはり領域国有

を示していた。もちろん，社会・情動的，認知的発達の各倒閣においても，それぞれの内部では

分化がみられており，親の働きかけの子どもの発達に対する領域国有的影響性は認めざるを得な

いのではないかと思われる。ただ，母親の気震の中で「反応の強さJと，父親のかかわりの指標

(父子遊び)は，資料的には全体に関連していたが，この結果はより基礎的性質，あるいはAより

間接的なかかわりを示す指標に限られていると考えた方がよいと思われるo

以上のような，環境のあり方に基づく「発達の領域固有性Jを支持する結果は，最近の新しい
発達観を支持することにつながっていこう o

最近の発達観，とりわけ近年の新生児・乳児研究と文化的文原理論に基づく発達観では，ヒト

は発達の出発点から，優れた情報処理・学習の能力をもち，発達の過程でそれをフルに発揮して
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知識を集積し，構造化していくこと，そして，それは主体の活動が行われる場，即ち，社会・文

化的文脈における刺激や応答のあり方によって促進され，また，方向づけられるということを強

く主張する。その意味では，“発達する"のは情報処理能力そのものというよりは，その能力を

発揮した結果の所産である知識や技能，あるいは能力の発揮の仕方などにかかわる態度(構え)

的知識であり，子どもと大人の違いはそこにあるということになる。このような発達観は，従来

ピアジェらが考えていた，“基本的には発達は社会・文化の違いを超えて共通である"という「発

達の普遜性(単線型発達観)Jに対し，“発達は社会的・文化的文脈(環境)条件にかかわる領域

においてみられる"という f発達の文脈依存・領域国有性(コール・スクリブナー， 1974/1984)J 

の考え方につながり，その意味では，発達の道筋は単線的なものではなく，異なるコースと異な

る到達点をもっ複数の道筋があるという f発達の相対性(複線型発達観)Jが想定されてくると
いえよう。

今後は，以上のような点の資料的吟味が，発達心理学の課題のひとつとして，期待されるとこ

ろである。
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